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特別な一年の締めくくりに  

園長 多比良 由恵  

3 月に入り、幼稚園では菜の花や早咲きの水仙が咲き始めています。また、子

どもたちは、2 月の中旬頃から自分のひな人形作りに取り組んでいます。4 歳児

もも組では、自分で作った染紙を着物にした人形を作っています。5 歳児ゆり組

では、ビンを土台にして紙粘土で顔を作り、和風の着物を重ねたり、髪を毛糸で

作ったりしながら丁寧に取り組んでいます。世界で一つの特別なひな人形、是非、

毎年ご家庭で飾っていただけたらと思います。  

 

先日、文部科学省初等中等教育局  大杉住子先生のお話を伺う機会がありました。 

『新型コロナウイルス感染症の流行という、予測困難な危機が世界中を襲いました。 

「複雑で予測困難な変化」に直面し、そうした変化に対する個人、社会、組織の構え 

やしなやかさが問い直された一年でした。また、幼稚園や教員の役割を再確認する機 

会となりました』 

 
このお話のように、令和 2 年度は本当に特別な一年でした。６月に始まった今  

年度の幼稚園の教育活動の中で、子どもたちは本当に楽しそうに、友達と一緒に

遊ぶ嬉しさ、先生や友達といろいろなことに挑戦する楽しさなど、存分に味わっ

ている姿がたくさんありました。私たち教職員にとっても、幼稚園で子どもたち

が経験する遊びや生活の意義を改めて実感した一年でした。保護者の皆様にとっ

ても、待ちに待った幼稚園で、お子さんの笑顔にたくさん出会ったり、保護者の

方同士で交流したりすることの意味を、再確認された一年だったのではないでし

ょうか。本当に特別な一年で、きっと忘れることのない時間です。  

 

幼児期から育みたい子どもたちの「主体的で対話的な深い学び」について、  

東京大学大学院教授 遠藤利彦先生の文章に次のような記述がありました。  

『「主体的な深い学び」は主に「孤独な科学者」としての遊びによって、一方「対話的 

な深い学び」は主に「社交的な法律家」としての遊びによってもたらされる。』 

 

 幼稚園での遊びには、このような姿がさまざまな場面で見られます。自分のひ  

な人形作りをしている 4 歳児のＡさんは、幼稚園の七段飾りを見て同じように、

三人官女、五人囃子…、と七段まで作りながら「この道具はお内裏様たちがお茶

を飲むのかな？」と「孤独な科学者」のように思いを巡らせ取り組んでいます。

また、5 歳児の子どもたちはドッチボールで体を動かして遊びながら、「この線

から出てたから今のはナシだよ」など「社交的な法律家」のように、時々自分た

ちでルールの確認をしながら楽しんでいま  

す。  

今年度は特別な一年になりましたが、保  

護者・地域の皆様に、たくさんのご理解、  

ご協力をいただき、支えてくださいました  

ことに、教職員一同心より感謝申し上げま  

す。本当にありがとうございました。  
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